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我々 は新 し く開 発 され た注射用 セ フ ァロス ポ リン剤 であ るcefluprenamの 外 科感染 症 におけ る臨床

的検 討 を行 った。臨床効果 は汎発性 腹膜炎10例,骨 盤腹膜 炎1例,腹 腔 内膿瘍2例,胆 管炎3例,創 感

染1例 の計17例 で評価 した。投 与は1回1g,1日2回,4～12日 間行 った。3例 が著効,12例 が 有

効,1例 が やや有効,1例 が無効 で,有 効率 は88.2%で あ った。細菌学 的には9例 で評価 可能で,9例

全例 で消失 で あった。副作 用,臨 床検査 値 異常 では下痢1例,GOT,GPTの 上 昇1例,GPT,ALP,

γ-GTPの 上 昇1例,白 血球数 減少,GOT,GPT,γ-GTP,LDHの 上 昇1例,好 塩 基球,好 酸球 の増

多,GOT,GPTの 上 昇1例,GPTの 上 昇1例 が見 られ た。
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Cefluprenam(CFLP)は エ ー ザ イ株式会社 筑波研究所

で合成,ス クリーニ ン グされ た新 しい注射 用セ ファロス

ポ リン系 抗生 物 質 で あ り,7位 側 鎖 のfluoromethox-

yimino構 造 を配 したaminothiadiazole基 と,3位 側 鎖

のpropenyl構 造 を 配 し たN-ethyl-N-methyl

glycinamide基 に よ りきわめて幅広 い抗菌 スペ ク トル と

高い抗 菌 力 を有 した 薬 剤 で あ る。 特 にStaphylococcus

aureus,Enterococcus faecalisに 対 す る十分 な抗菌 力 を

保 持 し な が ら,Pseudomonas aeruginosaお よ び

Acinetobacter calcoacetiuSや,第 三世代 セ フェム剤 に高

度耐性 を示すEnterobacterお よびCitzobacterに 優 れ た

抗菌力 を示す1,2)。

我 々は,患 者 か ら臨床 試験参加 の同意 が得 られ た外科

領域 の感染症18例 に本剤 を投与 し,そ の 臨床効 果 を検討

した。 ただ し1例 は他 の抗菌薬 が併 用 された胆管炎 の症

例のため除外 とした。その17症 例 お よび臨床 成績 を一 覧

表で示 す(Table 1)。

本 剤1回 投与 量 を1gと し1日2回 点 滴静 注 した。投

与期 間 は4日 か ら12日 間 で総 投 与量 は7gか ら24gで

あ った。 臨床効 果判定 は,本 剤 投与開始 時の発熱 腹部

所 見(膨 満 感,圧 痛,筋 性 防御),局 所所 見(発 赤・腫

脹,排 膿,疼 痛,熱 感)な らびに,白 血球増 多,CRP上

昇 な どの 自他覚所 見 の うち,5日 以 内に2/3以 上 が消失

した場合 夕著効.7日 以内 に2/3以 上 が消失 した場合 を

有効,14日 以 内に なん らかの改善 を認め た もの をやや有

効,14日 以 内に なん ら改善 を認め なか った もの を無効 と

した。

疾患別 臨床効 果 をみ る と,汎 発性腹膜 炎,骨 盤腹膜炎

の11例 中著効 は2例 で,検 出 された起炎菌 は ともに除菌

され た。有効 は9例 で,起 炎菌 が検 出され た4例 ではす

べて除菌 された。全例有効 以上 であ った。腹 腔内膿瘍2

例,創 感染1例 で も有効以上 であ った。胆管 炎3例 では

有効,や や有効,無 効が各 々1例 ずつ であった。胆管炎

で十分 な治療効 果が得 られ なか った2例 はいずれ も基礎

疾患に閉塞性 黄疸 を伴 う進行性 の胆道系癌 を有 す る症例

で,難 治性感染 症が予測 された もので ある。す なわ ち17

例 中著効3例,有 効12例,や や有効1例,無 効1例 であ

り,有 効率 は88.2%で あ った(Table 2)。

病 巣分離 菌別 の臨 床効 果 は単独 菌 感 染6例 の うち,

Streptococcus milleri,Klebsiella pneumoniae,

Citrobacter diversus,Enterococcus faecalis,Porphyr-

omonas asaccharolyticusの5例 が有効,Staphylococcus

epidermidな の1例 がや や有効 であ った。複数 菌 感染 の

4例 中1例 は4菌 種,1例 は3菌 種,2例 は2菌 種 の混

合感染 であ ったが著効2例,有 効2例 で全例有効 以上 で

あ った。

病巣分離菌 別の細菌学 的効 果 をみ ると,単 独菌 感染6

例 の うち,S.epideRmidis,Kpneumoniae,C.diver-
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Table 1.Clinical efficacy of cefluprenam

NT:not tested LMOX:latamoxef,CEZ:cefazolin,CCL:cefaclor,CMZ:cefmetazole



VOL.43 S-4 外科 領域におけ るcefluprenamの 臨 床使用成績 389

Table 3.Bacteriological response of cefluprenam

Table 2.Clinical efficacy of cefluprenam classified by infections

sus,E.faecalis,P.asaccharolyticuSが 消 失 し,S.milleri

は不 明であ った。複数 菌感染4例 はすべ て消失 であ った

(Table 3)。 菌 種 に特 に偏 りはな く,本 剤の幅広 くかつ強

力な抗菌 力 を反映 した結果 であ った。

自他覚 的 な副作 用は1例 に 中等度 の下痢 が認め られ た。

症状は投 与開始後8日 目に発現 し,投 与 を中止 したの ち

処置 を施 す こ とに よ り4日 目に消 失 した。 臨床 検査値 異

常は5例 に認め られ た。GPTの 上 昇が1例,白 血球数 の

減少,GOT,GPT,γ-GTP,LDHの 上 昇 が1例,好 塩

基球,好 酸 球 の 増 多,GOT,GPTの 上 昇 が1例,

GPT,ALP,γ-GTPの 上 昇 が1例,GOT,GPTの 上 昇

が1例 であ った。

本 剤の腹水 中移行 は1gi.v1.で1時 間後 に約18μg/

mlを 示 し3時 間後 には約25μg/mlに ま で上昇 した3)。

こ の 濃 度 はPaeruginosaや セ フ ェ ム 耐 性 のEnter-

obacter,Citrobacterを 含 むほ とん どの原因菌のMIC値

を上 回 ってお り,今 回我 々が試 みた外科領域感染 症,特

に腹 膜炎 を中心 とした腹腔 内感染症 に有用 であ り,か つ

安全 に使用 し得 る薬剤 であ る と思 われ た。
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We studied the clinical efficacy of cefluprenam(CFLP),a newly developed injectable cephalosporin,in

treating surgical infections.The clinical efficacy was evaluated in 17 cases:panperitonitis(10),pelvic

peritonitis(1),intraabdominal abscess(2),cholangitis(3)and wound infection(1).CFLP was administered

by intravenous drip infusion at a dose of lg twice daily for 4-12 days.The clinical efficacy was excellent

in 3 patiets,good in 12,fair in 1 and poor in 1,showing the over all efficacy rate(excellent+good)of 88.2%.

The bacteriological response was evaluated in 9 cases and the causative pathogen was eradicated in all of

9 cases.We also evaluated adverse drug reactions and abnormal laboratory changes.Diarrhea in 1 case,

elevation in GPT•EALP•EƒÁ-GTP in 1,leukopenia,elevation in GOT•GPT-LDHin 1,basophilia,eosinophilia,

elevation in GOT•EGPT in 1 and elevation in GPT in 1 was noted.


